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Ⅰ 緒 言

曩 に18)筋肉が未だ短縮を起 さない程度 の低

目の圧の下で電気刺戟 を行つて閾値を調べた

結果,電 気剌戟 に対す る筋肉 の興奮性は低い

圧 の下 で も既 に亢進 してい ることを証 明 した.

言 ひ換へる と圧刺戟 は電 気刺戟 に対 して相加

的 に働 いた と考へ られ る.然 しなが ら圧 と電

気刺戟 とでは其後19) 20)に も述べた様に相当差

異 があるので,此 度 は種々の電解質 イオンや

薬物 の作 用で筋肉 の圧刺戟 に対す る興奮性が

如何に変 るかに就て調ベ,電 気刺戟作用 と如

何 なる関係にあ るかを知 らうと試みた.

Ⅱ 實験材料及び方法

実 験 材 料 に は トノサ マ蛙(Rana nigroma

culata)の 主 として腓腹 筋 を 用ひたが特に直

腹筋 を用ひた ものもある.筋 は夕刻切 り出 し

てRinger氏 液(以 下R氏 液 と略す)に 入れ

て冷蔵室に保存 し翌 日実験に供 した.R氏 液

が室温 になつてか ら先づ圧閾値を測定 した.

測定方法 は既 に詳 細 に 述べた19)か ら省 畧す

る.次 に電解質 イオン濃度を加減 したR氏 液

或は薬物を加へたR氏 液中に筋を入れ一定時

間後に圧閾値を測定して該液の圧刺戟に対す

る筋の興奮性に及ぼす影響を調べたのである

が,場 合によっては再び正常R氏 液中に戻し

て圧閾値を測定して作用前のそれと比べた.

又之と同 じ条件の下で電気刺戟に対する興奮

性をも調べる為に電気刺戟閾値を測定したが,

電気刺戟は電源に2Vot蓄 電池を用ひDu Bois

Reymond型 の感応 コイルに よ る単一感 応 開

放電流を以て し閾値 は綣軸 距離(cm)で 表は

した.尚 使用 した正常R氏 液 の組成はNaCl,

 0.65・KCl, 0.01・CaCl2, 0.02・NaHCO3, 

0.01・ 蒸溜水, 100.0で ある.

Ⅲ K, Caイ オンの興奮性に及ぼす

影響

一般 にKイ オンは筋の興奮性を亢進せ しめ

Caイ オンは低下せ しめる即 ち拮 抗 的 な作 用

が有 ると云はれて居 る.然 しKイ オ ンに於て

は薄い濃度 の場 合のみで濃 い溶液は一定時間

後 には却つて興奮性を低下 せ しめ更 に濃度を

増す と筋短縮を起 させ る.そ こでCaイ オン

及 びKイ オンの短縮 を起 さない程度に濃度 を

高 めた溶液を用ひて実験を行 つた.

A) Caイ オンに就て

1. 予備実験

先づ電気刺戟に対 する興奮 性の変化 を知 る

為に高圧ボンベ内で筋短縮 の起ったか否かを

知 るに用ひる装置に腓腹筋を吊 し全体をR氏

液中に波 し筋腹に押 し当てた電極を通 じて剌

戟 し閾値を求 めた.次 にCaCl2を10倍 にし

たR氏 液 と取換へ1時 間余 に亘 つて閾値 の変

化を測定 し,再 びR氏 液に戻 して筋が完全に

回復 して来 る事を確 めた. 10倍CaC12-R液

の組成 はLandolt-Bornstein10)のTabelleか ら

蛙血液の氷点降下度を-0.46.と して計算 し,

等張液 とす う為に増加 したCaCl2に 相当す る
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だ けR氏 液 のNaCl量 を 減 じてCaCl2 0.20・

NaCl 0.51と し た.

第1表　 電 気 刺 戟 閾 値

(10Ca-R液,室 温20℃)

第1表 はその成績 である. 2例 共に明 らか

に10Ca-R液 に浸す ことに由つて電気刺戟 の

閾値 の上昇 が見 られた.而 して此 の興奮性 の

低下は液 を 取 換へ て10分 以内に起つて居 り

1 時間余に亘つて大体同 じ状 態を持続 し, R

氏液に戻す と完全 に回復 した.

2. 圧閾値 に及ぼす影響

10 Ca-R液 は明 らかに電気刺戟 に対す る興

奮 性を低下せ しめる事を知つたので,此 濃度

の 液 で 加 圧 実 験 を行つた.圧 閾値を測定す

る際には液を満 した小試験管中に筋を吊 した

装置を入れ ボンベ内で加圧 した.第2表 はそ

の成績であ る. 6例 共総 てに於て10 Ca-R液

に浸す と圧 閾 値は上昇 して居 る.第1～3例

では此 の液に浸 して後30分 位 に 於け る閾 値

よ りも60分 位後に於け るそれの方が 閾 値が

高 く時間 と共に漸 次高 くなる様 に見 えるが,

後 の3例 では30分 と60分 に差異が認め られ

ない.何 れ の例 も正常R氏 液で洗 ひ去 る之初

の閾値 と同 じとな り,筋 の回復は全 く完全で

ある事が認め られる.

 第2表　 圧 閾 値

(10Ca-R液,室 温22～25℃)

B Kイ オ ンに就 て

1. 予 備実 験

用 ひ るKClの 濃 度 に依 つ て電 気 刺 戟 に対

す る興 奮 性 が如何 に消長 す るかを如 る必要 が

有 るので, KClをR氏 液 のKCl-含 量 の3・5・7

倍 と して 予 備実 験 を行 った.之 等 の液 のNaCl

の濃 度 はKCl含 量 の増 え るに従 つ て0.63.

0.62 0.60%と した.実 験 順序 はCaの 場 合 と

同様 で あ る.第3. 4. 5表 に は 之等 の 成 績 を
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示 した.

第3表　 電 気 刺 戟 閾 値

(3K-R液,室 温20～22℃)

第4表　 電 気 刺 戟 閾 値

(5K-R液,室 温20～23℃)

第5表　 電 気 刺 戟 閾 値

(7K-R液,室 温22～23℃)

3K-R液 に筋を浸す と漸次 閾値 は低下 して

ゆ き30～50分 後に一定 し70分 後 に至 る迄,

殆 ど同 じ状態を保つてい る(第3表). 5K-R

液の場合を見 ると30分 迄 閾 値 の低下 は著 し

いが其後次第 に上昇 している.然 しなが ら共

に1時 間余 に亘つてR氏 液 中に於 けるよ りも

興奮性の亢 進が認 め られ る(第4表). 7K-R

液を用ひた場合 は初期 に閾値の低下が著 しく

30分 後迄 続 き,漸 次 上 昇 し てゆ く経 過 は

5K-R液 に於ける と同 様であるが, 1時 間余

の後にはRR氏 液 中よ りも興奮性が低下 してい

る(第5表).

2. 圧閾値に及ぼす影響

電気刺戟 に対す る興奮性変化 の経過 が1時

間余 りの間に漸 次高 まっ て そ の状 態 を 保 つ

3K-R液 と, 30分 以 内に高 め られ其後 は漸 次

低下 してR氏 液 中 に於 け るよ り低 下 す る

7K方-R液 とを用ひて圧閾値 を求めた.

3K-Ｒ 液 を用びた4例 では共に圧閾 値が明
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らかに低下 し,電 気 刺 戟 と同様 に40分 後に

も70分 後に も殆 んど同 じ状態を 持 続 してい

る(第6表). 7K-R液 を用ひた6例 では圧閾

値 の低下が著 しい.第1. 2例 の10分 後 の測

定値 よ りも40分 以上後に測定 した 閾 値 の方

が尚低 く全例共1時 間余 の後に もR氏 液 中に

於け る正常め閾値 よ り遙かに低 い閾値 を保つ

て居 る.(第7表).

第6表　 圧 閾 値

(3K-R液,室 温23～25℃)

C. 小 括

第7表　 圧 閾 値

(7K-R液,室 温21～24℃)

電気剌戟 に対す る腓腹筋 の興奮性がCa, R

イオンに依つて如 何に影響を受け るか を調 ベ

た結果,R氏 液中のCaCl2め 濃度を0.2%と

す ると速かに興奮性は低下 し1時 間余に亘つ

てその状態を保つ て居 り, KCl濃 度を0.03～

0.05%と する と,漸 次興 奮 性 が高 ま り1時

間余 に至つて も低下は見 られないが,之 に反

して0.05～0.07%と す ると興奮 性亢 進 は 遠

かに起 るが30分 以上 の後には 漸 次低下 に傾

き, 1時 間余 の後 には興奮性は遂 に正常 よ り

低下 してしまふ.此 の成績は福島5)・ 石井6)

等 のそれによ く一致 してい る. K濃 度が薄 い

と興奮性は亢進 し濃 い場 含には亢進 した状態

は速かに消夫 して低下を来 たすか,此 のKの

限界濃度に就 てSereni15)は3倍 時 には2.5倍

で も起つた と云ひ, Horton7)は5月 と6月 に

は5倍 で あ るが7月 と8月 では10倍,石 井

は5月 に3倍 以内で起 る事 を見て居 る(KCl

の正常濃度を0.01%と して).本 実騒は7月

の比 較的室温の高 い20℃ を越 す時 に行つた
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ので5～7倍 と云ふ値を得 た.

次に圧刺戟 に対 する興奮性が之等 のイオ ン

に依つて如何 に変化す るか を調ベ た結果, Ca

イオ ンの作 用に由つて速かに興奮性は低下 し

一定 の状態に達 してか ら1時 間余 に亘つてそ

の状態 を保 ち,Kイ オンの作用に由つて興奮

性 は著明に亢進するがその経過はCaに 於 け

る と同様 に速かに一定状態 に達 して後は1時

間余に亘つて その状 態を保 ち, 3K-, 7K-R液

を用ひた結果K濃 度 の濃 い場 合の方が一般 に

興奮性亢進 の度 が著 しい事実 を認めた.

そ こで電気刺戟 の場 合 と圧刺戟 の場 合 とを

比 較 して見る と, Caイ オ ンの作 用 に依 り何

れ の場合に対 して も筋 の興奮性 は低下を来 す

が, Kイ オンの作用に よつて妹必ず しも一致

しない.即 ち電気刺戟 に対 する興奮性はKイ

オ ンに由つ て高 められるが或 る濃度 よ り濃 い

濃度で一定時間後には興奮性は低下を来す.

之に反 して圧刺戟 に対 する興奮性は7K-R液

に依つて も著 しく亢進 し,低 下の徴候は見 ら

れなかつた. Kイ オンに就 ては 又 後 に述 べ

る.

Ⅳ. Curareの 作用 に就て

著者20)は既た骨骼筋に及ぼす高圧の作用は

電気に 由る間接刺戟 よ りも直接刺戟 によ りよ

く似 た作用である事 を述べた.果 してそ うな

らば筋肉はCurareの 作用に依つ てそ の圧 閾

値が変 らな いで あらう. Ebbecke2)は 筋 の圧

閾値 はCurareを 用ひて も用 ひな くて も変 り

がないので,圧 は筋に直接作用す るものであ

ると言つている. Curareが 手 に入つたので確

かめる為 に此 の実験 を行つた.

用ひた 液は0.3% d-Tubocurarine chloride

液(Sgibb & Sons製)をR氏 液で3倍 に稀釈

し0.1%と した ものであ る.

坐骨神経腓 腹筋標本に就 て先づ電気に由る

直接及 び間 接 刺 戟 閾 値 並 に圧 閾値を測定す

る.次 にCurare-R液 に浸 し間接 刺 戟 が無効

となるのを待つて圧閾値 を測定す る. R氏 液

に戻 しても間接刺戟は容 易に有効 とな らず半

日経過 いて もやは り無効であつた ので, Curare

作用の消失するのは待たないで半日以上後に

再び同様な測定を行つた.電 気刺戟は毎回液

か ら取出した標本を電極上に乗せて行はれた

ので正確には同じ条件の下で求めた閾値であ

るとは言へないが,此 の実験に於ては筋の興

奮性が著しく変るか否かを知る目的であるか

ら之で充分である.

第8表　 電 気 圧 刺 戟 閾 値

(Curare-R液)

ゴヂツク体は圧閾値(気 圧),他 は電気による

直接刺戟及び間接刺戟(括 孤内)閾 値 を綣 軸

距離(cm)で 表はす.

数例停実験 例に於 て略々同 じ様な実験成績

を得 た の で そ の1例 を第8表 に示 した.

Curarc-R液 に浸 して約1時 間後 には間接刺戟

は全 く無効 となつた.同 時 に測定 した圧閾値

は,R氏 液で予め測定 したそれ と殆 んど全 く

変 りがない.次 にR氏 液に取換へ半 白余 り放

置 して電気刺戟 を行つだが,間 接刺戟 は依然

無効で且つ圧閾値 も亦前2者 向様 な値 を示 し

た.

Curarc中 毒筋 の直接 刺戟に対す る興奮性は

殆 んど変化 が見 られなかつた.圧 閾値 に於で

もCurare中 毒の右無に 関 せず変 りがなかつ

たが之はEbbeokeの 成績 と一 致 し,圧 剌 戟

が筋肉内の神経 の部 分若 し くは運動神経終末

部 に特に鋭 敏に働 いて筋短縮を第起 させ るか も

いれぬ と云ふ疑 ひを否定 し, 1筋肉 自身に直接

働 くものであ る.ことを肯 定す る.
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Ⅴ 高濃 度Kイ 才 ンの作用に就 て

Curaro R液 を用ひて行つた実験に於 ては2

対 の腓腹筋を約15c.c.の 液に1時 間浸 し,又

新 しい筋を浸 し孝を数回繰返 した処次第 に圧

閾値 の低下が現はれ第6回 目の実験では第9

表 に見 られ る様に1時 間 後 には約80気 圧低

下 したので更 に3時 間 此 のCurarc-R液 に浸

して再 び圧閾値を測定す る と,閾 値は半分以

下 の値 となつた, R氏 液に取 り換へて長時間

後には殆 んど完全に回復 した. Curarc-R液 中

に何か或 る物質が新に出現 したに違ひない と

考へ られ るが, Curarcの 所有量は僅少であつ

たので分析 する ことは出来なかつた.そ こで

同 じ様な作 用を呈す る物質を見出さ うと試み

た.

第9表　 電 気 ・圧 刺戟 閾値

(何回 も使用 したCurare-R液)

A 筋肉抽 出液 に就 て

該物質は筋か らCurare-R液 中 に 出 た もの

でなか らうか,そ の出た物質 単独で よいか否

かを 知 る為 筋 肉 抽 出 液 を作 つた.蛙 の後肢

の処 々の筋肉約10gを 乳鉢 で充分 に摺 り潰 し

R氏 液40c.c.を 注加 し,筋 肉粥を運心沈澱 し

て上澄液を使用 して圧刺戟並に電気刺戟 の閾

値 を測定 した.第10表 にはその 成 績 を示 し

た.此 の浸出液に浸 して約1時 間後には電気

閾値は変つていないのに圧閾値は半分以下 の

値に迄低下 して居 り, 2時 間半後には圧閾値

は1時 間後 と変 りはないが電 気刺戟 閾値 は著

明に上昇 が現はれた.此 の傾向は第9表 に も

現はれた.更 に7時 間後 には電 気刺戟 閾値は

非常に上昇 して居 るに反 し圧閾値 は殆 ど変 ら

ず低いが2時 間余後の ものよ り少 し上昇 して

いる.

此の成績か らCurare-R液 中の特 別の物 質

は筋肉中の或 る物質が筋か ら出てその ま ゝで

作 用した もの と考へ られ る.

第10表　 電気 ・圧刺戟閾値

(筋肉抽出液)

B 高濃度Kイ オンに就て

筋肉中に有 る物質で斯 の如 き作用を呈す る

物質で吾 人が先づ考へ られる ものはKイ オン

である.蓋 し本編 の第1項 に記 載 した様にK

イオンは圧閾値 を可成 り著 しく低下するか ら

である.そ こで遙か に濃 いKイ オンの液を筋

肉に作用 させた.液 は1%KClとR氏 液 と

を適 当に混 じて所要濃度 に した ものである.

その成績は第11表 に見 られ る様に15K-Ｒ 液

に浸 して1時 間後 には電 気刺戟閾値は殆 んど

変つ て居 ないが圧閾値 は半分以下 の値に低下

している. 20K-R液 に取換 る と1時 間 後 に
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は電気刺戟閾値は相当の上昇が見 られ るが,

低下 していた圧 閾値は少 し上昇 の傾 向を示 し

たに過 ぎず依然著 しい低下が見 られ る.第9.

10表 は第11表 の成績 と程度の差はあるが何

れ もKの 作用であると考へ られ る.

第11表　 電気 ・圧 刺戟閾値

(高濃度K-R液)

c 小 括

既にR氏 液中のKイ オンの濃度がある程度

(限界濃度)以 下では電気の直接刺戟 と同様

圧刺戟に対しても筋の興奮性は亢進するが,

此 の濃度を少 し高 く(正 常 の7倍 量)す ると

筋 の興 奮性は電気刺戟 に対 して低下 の傾 向が

あるのに圧刺戟 に対 しては依然亢進 した状態

を続 ける事 を述べた.此 の項 で行つた15K-R

液 は上記Kの 限界濃度(室 温が低 いので5K

以下であ らう)を 遙に越 えた高 い膿 度である

に も拘 らず150分 後(途 中で20K-R液 と取

換へ ているのに)に も尚 閾値は非常に低い.

他 方電気刺戟 の閾値の上昇は亦甚だ しい.之

等 の事実 は両 刺戟に対す るKの 限界濃度に差

が有 る事 を示 して居 る.即 ち電気刺戟 のそれ

は非 常に少いのに反 して圧剌戟に於け るそれ

は詳細 には調 べなかつたが,数 倍 と云ふ非常

に濃 い ものである事が知 られる. Kイ オ ンは

半透膜 の透過性を昂 めCaイ オンは減少せ し

める と言はれ,又 筋興奮時 には膜 の透過性 が

昂 ま り且つKが 遊離 され ると云はれてい る.

然 し又Kの 濃度を増す と膜を障害す る ことも

知 られている4).之 等 の ことゝ電 気刺戟に対

す る筋興奮性 の消長 に及ぼすKイ オンの種 々

の濃度に依 る影響 とは密接 な関係 が有 ると考

へちれ る,圧 刺戟 の場 合には半透膜に著 しい

障 害 を及 ぼ す と思はれる此 のKイ オンの濃

度に対 して,云 ひ換へ れば興奮性は当然低下

す る筈であ るのに,尚 興奮性 が亢進 して居 る

事実 は,圧 刺戟が電 気刺戟 と異 つた作用をす

るもの と考 へねばな らない.然 しその働 きが

全 く違つた作 用であるか,単 に程度 の差であ

るかは後 の研究に挨 たねば逡には断定出来な

い.

次に何回 も使用 したCurare液 の作 用が本

来 の作 用の外に圧閾値 を著 しく低下せ しめる

作用の有 る事 を知 り,此 の作用を呈す る物質

は筋肉か ら出た もので あ り且っ濃いKイ オン

の作 用に一致す るもので ある事を知 った.不

幸Curare所 有量の関 係 か ら果 してCuraro-R

液中にどの程度Kが 出て居 るかは明 らか に測

定出来 なかったが,筋 肉Kが 相 当遊離す る事

が断定 される.筋100g中 に340mg20)と し全

部 出た もの とし,筋 抽 出液 中のK量 を計算す

ると筋10g中 に34mg周 りのR氏 液40cc.に

抽 出 したのであるか ら100c.c,中 に85mg KCl

に換算する と0.16gと な り17K-R液 となる.

然 し他方著者の既報20)の研究か ら蛙 の腓腹筋

100gをR氏 液中に1時 間 浸 して 出 て来 るK

量は平均8.5mgで ある. Curare液 には1回4

個 の腓 腹筋(1個 を干均0.6gと して)を 約

1時 間浸 し,之 を6回 繰返 したのであるか ら,

延 べ15gの 腓腹筋を1時 間浸 した事 とな る.

今R氏 液 に浸 した とする と15gで は1.3mg

出る事 とな り, 15cc.のR珪 液に之丈け 出た

とす ると100c.c,に つ き9mg, KClに する と

0.016g即 ち高 タ2.5K-R程 度に しかな らない.

然 も上記8.5mgと 云ふのは筋標本作成直後1

個 を3c.c.のR氏 液に浸 したのに対 し, Cursre

液 の場合は標本作成後半 日冷蔵 室に貯えた後

の ものである事などの点でR氏 液を用ひた場

合で も2.5Kよ りもつ と少 量 しかKは 出ない

と考へ られ る.之 等は本論か ら外 れるか ら之
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以上追及 しなかつたので, Curare液 に依つて

果 して筋肉Kが 非常に多量に遊離 させ られる

か 否 か は 充 分 明 らか で は な いが,少 量 の

Curare液 を何回 も繰返 して用ふる場 合にはK

イずンの作用を も度外視す るわけにはゆかな

い.

Ⅵ Acetylcholin及 びVeratrin

の 作 用 に 就 て

RiesserとNbuschloss 14)が 蛙 股 筋 はAch痙

縮を起す事 を見て以来Achの 骨骼 筋 に対す

る働 きに就 ては多 くの研究がな されて居 る.

Achに よる筋の痙縮は持続短縮 と類似 してい

て杉17)によれ ばAchは 筋の膜電 位に直接関

係せず神経 終末 を介 して働 くと云ふ.骨 骼 筋

は又Veratrinに よつて特異 な短 縮 曲 線を画

く事が知 られ,之 に関す る報告 も少な くない.

今之等 の物質が圧刺戟 と如何 なる関係を有 る

かを知 る為に之等物質を作 用せ しめた筋の圧

閾値を測定 した.尚 予備実験 として之等薬物

の用ひる濃度を調べた.即 ちR氏 液 中に下端

を固定 した筋の大部分 を浸 し,上 端を描写榎

杵 に連結す る と同時 に,刺 戟電極 の一極 を固

着 し他極 は液中に挿入 して之等薬物 の濃度を

高 めなが ら電 気閾値を も調ベたが,下 記実験

に用ひた濃度では時余 に亘つて閾値は殆 ど一

定 していた.

A Acetylcholinに 就 て

Achを 作用せ しめる と筋は短縮す るが,蛙

直腹筋及 び腓腹筋 に就 て最 小有効濃度 を求め

る と前者は1:107～1:5×106で あ り,後 者

は1:5×106～1:106で あつ た.加 圧 実 験 に

は最 大 無 効 濃 度 として直 腹 筋 には1:5×107

及 び そ の 限界 で あ る1:107を,腓 腹 筋 には

1:107及 び1:5×106のAch-R液 を用 ひた.

直 腹 筋 の圧 閾値 を求 め るに は大 な る蛙 を 用

ひ ない と一匹 分 で はバ ネに抗 して接 触 を断 ち

得 ない場 合が 有 る.第12表 に は大 な る蛙 一匹

分 を 用 ひ て の成 績 を示 した. 1:3×107Ach

Ｒ液 に浸 して10分 後 に も30分 後 に も亦1:107

と して10分 後 に も,圧 閾値 は 前後 のR氏 液

に浸 した正 常 の場 合 と殆 ど全 く同 し値 を得 た.

第12表　 圧 閾値(Ach-R.直 腹 筋)

次 に 腓 腹 筋 に 於 て も同 様 に1:107及 び

1:5×106 Ach-R液 を 用 ひた が 第13表 の

如 く圧閾値 にはAchに 依 る影 響 が 全 く見 ら

れ な い.既 にAch痙 縮 を起 した 筋 では如 何

な る 成 績 を 得 るや と考 へ て1:5×104及 び

1:104を 用ひ て実験 した が や は り変 りはなか

つ た.

第13表　 圧 閾 値(Ach-R.)

B. Veratrinに 就 て

VeratrinはR氏 液 で0.1%と し毎 回稀 釈 し

て新 調 した.使 用 した濃 度 は腓腹 筋が短 縮 を

起 さず,電 気 刺 戟 に よ り所 謂Verat血 曲線

を画 く濃 度 を 調 べ て1:106及 び1:5×106

の ものを作 用 せ しめた.

第14表 に そ の 成 績 を 示 し た.腓 腹 筋 を

1:106 Veratrin-R液 に 浸 し て15分 後及 び
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30分 後,次 に1:3×105液 と取 り換 へ て15

分 後に測定 した圧 閾値は初め のR氏 液 に於け

る ものと変 りがなかつた.

第14表　 圧 閾 値(Veratrin-R)

C. 小 括

Achに 対 する筋 の反応様式に よつ て筋纎維

を2種 に分け緊張筋 と非緊張筋 とに区別す る

と, Achは 緊張 筋纎維 に作用 してAch痙 縮

を起す と云 ふ.Ach痙 縮の際Ledebour11)は 酸

素消費 を, Hegnauer 6i)は乳酸生成を, Neerga

ard13)は 熱 発生を調べて明 らかに増 大す る事

を見て居 るが何 れ も強縮 の場 合よ り少い.河

村9)はAchは 最初に張縮様 短 縮を起すが之

は薬液 の拡散滲潤 の為で後に働作流を件はぬ

限局性痙縮を起す事を確 かめ此 の状態を弱興

奮 と名付 けた. Sommerkamp 16)は 直 腹 筋 は

全 筋が,腓 腹筋はその一部 が緊張筋繊維か ら

成 る として居 る.

Veratrinに 依つ てもAchに よつて も似 た

Tiegelの 痙 縮 が 起 る事 が知 られ て い る.

Bottazzi1)がSarkopiasma説 を立て ゝ以来 筋

繊維中に緊張性の緩かな短 縮 を起すSarkop

lasmaが 有.り, Veratrinは 之に作用 して緊張

性 の短 縮 を 起 す もの とも考へ られて居る.

Ebbecke2)は 圧に由る筋短縮は化 学 薬 品 によ

る持続短縮 と多 ぐの共通点 を持 つが,薬 品 は

筋 の外か ら達す るに反 し圧は均等に筋纎維に

及 ぶ事,強 く短縮 した よく興奮 する筋は他 の

方法で刺戟 しない限 り働作流 を伴はないので

普通の強縮 とは異 る と述 べ,又3)ボ ンベに窓

を取付 け光学的に筋短縮状況を観察 し短縮波

は加へた圧経過 を忠実 に現は し,加 へた圧 が

高 い程收縮高は大 となる事 を見 て居 る.又 著

者は20)筋短縮後 の重量増加 の点で圧た由 るも

のと電気に由る もの とめ間に大差を認めた.

其 の他圧刺戟作用は電気刺戟作 用 と可成 り異

る点が存在す るか ら,筋 肉 に短縮を惹 き起す

作 用の有 るAchやVeratrinの 圧刺戟に対す

るR影響を観察 したのである.

蓋 しAch乃 至Veratrinが 筋の圧刺戟を受

取 る部 に作用す るな らば,之 等薬物を予め筋

に作 用 させてお くと圧刺戟 に対す るその筋の

閾値 は変つて もよい.然 し上記実験成績は二

者 何れの場 合も圧閾値 に変動が認め られない

のである.之 は之等薬物 の刺戟作用は圧刺戟

と異 る系統 に属 して居 てもそ うなるであらう

し,又 同系統 に属 して居て も作用相がずれて

居 た らその様に現 はれ るであ らう.緊 張筋纎

維系 と強縮筋纎維系 といふ様に被刺戟性形態

の相違 も前者 のカテゴ リーに入れて考へて圧

閾値 の変化を喚起 しないであ らう.そ れ等 の

何であるかは 今確 定 しないが, Achが 杉 や

Nachmansohn 12)の記載 の通 り筋の運動終末 に

作用する とすれぼ-筋 肉 の電 気 刺 戟 閾 値 が

Achで 変 らなかつた予備実験成績 もそ うらし

い事 を示すが-圧 は直接筋に作 用す るか ら圧

閾値 はAchで 変 らない といふ事 にな る.又

逆説的に云ふ と此 の実験成績は, Aehは 筋に

直かに働かな くて運R動終末に働 くとの説を支

へる とも云へや うか.

Veratrinに 関 しては濃度によつては筋は自

発性痙縮を起すので あるか ら圧刺戟 閾値 に影

響が現はれるか と思つたが此処 に使用 した濃

度では筋痙縮を喚起せず又 予備実験に示 した

様に筋の電気刺戟 閾値 も変動せず圧 閾値に も

影響が見 られなかつた.想 ふにVerat血 は此

の濃度に於 て筋の原纎維系に作用す るにして

も,或 は肉漿系に作 用す るに して も,刺 戟閾

に関係 しないで唯短縮形式に変化が現はれる

のであつて,同 様 に圧刺戟 閾 に もR影響 しな

いのであ らう.山 形2りは筋の被 刺 戟 性 の増

す状 態に於てVecat血 作 用は容 易 に 現 はれ

ると云ふ.圧 刺戟 が 筋のVeratrin作 用 感 受

性 に如何に作 用す るかに就 ては後 日の研究 に
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讓 り度 い.

Ⅶ 結 論

1. 種々の薬品を加 へたR液 に腓腹 筋を浸

漬 して電気及圧刺戟 閾値 を測定 した結果 次の

成績を得た.

a) 10Ca-R液 に浸す と電 気閾値 の上昇

に伴つて圧閾値 も上昇す る.

b) 3K-R液 に漬す と電 気 閾 値 の低下

と共 に圧閾値 も低下する.

c) 7K-R液 では電気閾値は初め低下 し

後上昇 するが,圧 閾値は此 の間低下 した状

態を持続す る.

d) 15-20K-R液 と云 ふ非常に濃いK

の液に筋を浸す と,電 気閾値が著 し く上昇

して も尚 圧閾値 は反対 に甚だ しい低下を示

す.し か し長時間後には圧閾値 も上昇の傾

向を示す.

e) Curare-R液 では閾値 は共 に変 りが

ない.従 つて圧は筋に直接作用する.

f) 比較 的 薄 い濃度 のAch-(直 腹筋で

も)及 びVeratrin-R液 に浸 した筋 に 於 て

も亦閾値 の変動は共 に認め られない.

2. 筋を磨碎 してR氏 液で抽 出 した液に筋

を浸漬すると上記d)項 同様の反応が認め ら

れる.即 ち圧閾値は著 しく低下する.之 は筋

か ら出た多量のKの 為である.

3. 剔出蛙筋のCurare麻 痺 を得 る為 に少

量のCurare液 を何回 も使用する と,筋 肉か

ら少なか らざるＫが該液 中に出る.

擱筆するに当り終始御懇意な御指導と御校閲を賜

つた恩師林教授に衷心から謝意 を表する.
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